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特集　熊本籠城をふりかえる

　
明
治
一
〇
年
二
月
一
九
日

午
前
一
一
時
頃
、
熊
本
城
=

熊
本
鎮
台
か
ら
突
然
火
の
手

が
上
っ
た
。
火
元
は
鎮
台
本

営
。
こ
の
火
災
に
よ
っ
て
鎮

台
本
営
=
本
丸
御
殿
・
大
小

天
守
ほ
か
本
丸
上
段
の
建
物

が
焼
失
し
た
。
出
火
原
因
は

不
明
で
あ
る
。

　
火
災
を
目
撃
し
た
城
下
の

人
は
「
お
城
は
窓
か
ら
凄
ま

じ
い
火
焔
を
吹
い
て
、
強
風

が
黒
煙
を
竜
巻
の
よ
う
に
空

高
く
巻
き
あ
げ
、
城
下
の

街
々
へ
火
の
粉
を
降
ら
し
て

い
た
。
声
を
あ
げ
て
泣
く

武
士
や
念
仏
を
唱
え
る
老

人
、
身
を
震
わ
せ
る
人
た
ち

が
い
て
、
父
も
泣
い
た
。
私

も
泣
い
た
。
弟
も
声
を
上
げ

て
泣
い
て
い
た
。」
と
話
し

た
。
清
正
公
築
城
以
来
、
先

祖
代
々
、
仰
ぎ
み
て
き
た
熊

本
城
へ
の
愛
着
と
悲
痛
が
伝

わ
っ
て
く
る
。

熊
本
城
火
ヲ
失
ス

　
明
治
一
〇
年
二
月
一
四
日
、
熊
本
鎮
台
は
籠
城
を
決
議
。

以
後
、
城
内
の
守
備
強
化
に
努
め
た
。

　
二
月
一
九
日
征
討
令
布
告
。
二
一
日
に
は
城
下
に
お
い
て

小
戦
闘
が
あ
り
、
籠
城
軍
は
「
唯
今
戦
争
始
メ
候
」
と
打
電

し
た
。
翌
二
二
・
二
三
日
に
は
薩
摩
軍
に
よ
る
総
攻
撃
が
あ

る
が
、
政
府
軍
は
よ
く
こ
れ
を
防
ぎ
、
薩
摩
軍
は
以
後
、
攻

城
方
針
を
長
囲
戦
へ
と
切
り
替
え
る
。
籠
城
は
四
月
一
四
日

ま
で
の
五
二
日
間
続
き
、
そ
の
間
、
熾
烈
を
極
め
た
三
月

一
二
・
一
三
日
の
段
山
の
戦
い
、
同
二
七
日
の
京
町
口
出
撃

戦
、
四
月
八
日
の
突
囲
隊
・
侵
襲
隊
に
よ
る
包
囲
突
破
戦

な
ど
の
攻
防
も
あ
っ
た
。

　
本
紙
は
、
熊
本
城
攻
防
戦
の
模
様
を
様
々
な
角
度
か
ら
報

ず
る
。

籠
城
戦
記

表  

紙
¦
薩
摩
軍
少
年
兵
の
山
口
雄
吾

田
原
坂
美
少
年
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
︿
画
:
樫
木
成
香
﹀

「
呪
詛
、
な
の
か
。
城
は
黒
く
、
大
き
く
、
そ
し
て
落
ち
な
い
。

ま
る
で
藤
公
が
わ
が
城
に
は
指
一
本
触
れ
さ
せ
ぬ
と
ば
か
り
に
、

そ
こ
に
覆
い
被
さ
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
、と
聞
い
た
。
思
わ
ず
、

雄
吾
は
身
震
い
し
嚏
を
し
た
。
荻
迫
の
春
の
夜
は
ま
だ
寒
い
。」

明治       年
    月       日

ー発行所ー
熊本市田原坂

西南戦争資料館

田　原　坂　絵　入　新　報

求
ム
！
復
興
城
主

・
ど
な
た
で
も
可

・
一
万
円
以
上
の
ご
寄
付
で
、

　
あ
な
た
も
「
熊
本
城
主
」

・
募
金
は
桜
の
馬
場
城
彩
苑
等
で

二
月
二
二
～
二
三
日
　
薩
摩
軍
に
よ
る
熊
本
城
総
攻
撃
。

二
月
二
四
日
　
　
　
　
薩
摩
軍
の
嶽
の
丸
、
厩
橋
、
県
庁
、
片
山
邸
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
葉
城
等
攻
撃
不
成
功
。

二
月
二
七
日
　
　
　
　
千
草
小
学
校
の
偵
察
戦
。

三
月
一
二
～
一
三
日
　
段
山
の
戦
い
。

三
月
二
七
日
　
　
　
　
京
町
口
の
出
撃
。

四
月
八
日
　
　
　
　
　
突
囲
隊
（
安
巳
橋
よ
り
囲
み
を
衝
い
て
援
軍
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
す
）
一
六
時
、
宇
土
に
達
し
衝
背
軍
に
連
絡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
通
じ
た
。
侵
襲
隊
（
安
巳
橋
及
び
明
午
橋
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
侵
襲
す
る
）
子
飼
渡
付
近
で
対
戦
。
九
品
寺
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
糧
米
、
小
銃
、
弾
薬
を
確
保
。
一
六
時
、
城
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
収
ま
る
。

四
月
一
四
日
　
　
　
　
第
二
突
囲
隊
編
成
中
、
一
六
時
頃
薩
摩
軍
が
包

　
　
　
　
　
　
　
　
　
囲
を
解
く
。
衝
背
軍
別
働
第
二
旅
団
の
先
鋒
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
浩
中
佐
が
入
城
。

　
西
南
戦
争
時
は
徴
兵
令
交
付
か
ら
ま
だ
四

年
。
忠
誠
心
を
も
ち
、
命
令
に
絶
対
服
従
の

軍
隊
組
織
を
兵
に
理
解
、
定
着
さ
せ
る
の
は

「
熊
本
城
天
守
并
民
家
焼
亡
細
見

之
図
」

□
絵

画

鑑

賞

「
唯
今
戦
争
始
メ
候
」
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籠
城
戦
で
は
一
般
的
に
攻
城
は
守
兵
の
少
な
く
と
も
三
倍

程
度
の
兵
力
が
必
要
と
の
こ
と
で
、
い
か
な
天
下
無
双
の
金

城
湯
池
熊
本
城
と
い
え
ど
も
、
最
適
な
攻
め
方
を
す
れ
ば
貧

弱
な
火
力
し
か
持
た
な
い
薩
摩
軍
に
も
勝
機
は
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
城
攻
め
に
は
平
攻
め
、
兵
糧
攻
め
、
火
攻
め
、

水
攻
め
な
ど
が
あ
る
。薩
摩
軍
は
平
攻
め
で
強
攻
を
仕
掛
け
、

後
の
長
囲
兵
糧
攻
め
も
貫
徹
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
火
攻

め
を
し
よ
う
に
も
城
下
は
既
に
丸
焼
け
、
天
守
も
な
い
。
水

攻
め
で
は
兵
力
不
足
を
見
破
ら
れ
た
。

　
近
世
城
は
堅
守
に
特
化
し
発
達
し
た
城
で
あ
る
。
籠
城
を

落
と
す
に
は
援
軍
を
退
け
、
力
攻
め
の
ほ
か
に
講
和
、
調
略
、

威
嚇
あ
る
い
は
内
通
な
ど
、
守
城
側
の
戦
意
を
挫
い
て
戦
い

を
継
続
で
き
な
く
す
る
心
理
戦
術
が
必
要
で
あ
っ
た
。
薩
摩

軍
の
降
伏
勧
告
の
矢
文
は
逆
効
果
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　
火
力
の
点
で
は
、
主
用
の
四
斤
砲
程
度
の
小
火
力
に
は
城

を
破
却
す
る
力
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
高
石
垣
上
の
建
物
は

木
と
土
で
で
き
て
お
り
、
柔
構
造
で
あ
る
。
砲
弾
が
爆
発
し

て
も
壁
は
木
舞
土
壁
、
屋
根
や
床
は
抜
け
火
は
出
る
が
、
城

全
体
に
与
え
る
影
響
は
大
き
く
な
か
っ
た
。
会
津
戦
争
の
若

松
城
の
痛
々
し
い
姿
は
そ
れ
を
よ
く
表
し
て
い
る
。

　
不
足
す
る
兵
糧
と
高
い
死
傷
率
、
長
い
籠
城
期
間
が
籠
城

士
卒
の
士
気
や
覚
悟
、
一
体
感
を
結
果
と
し
て
高
め
、
辛
苦

が
続
い
た
籠
城
戦
を
戦
い
抜
い
た
。
籠
城
士
卒
に
と
っ
て
熊

本
城
は
最
も
強
く
、
頼
れ
る
陣
地
と
し
て
、
母
御
の
ご
と
く

無
上
無
比
の
存
在
に
感
じ
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
熊
本
籠
城
戦
は
西
南
戦
争
の
雌
雄
を
決
す
る
一
大
決
戦

で
、
鎮
台
司
令
長
官
谷 
干
城
は
「
本
臺
ノ
存
亡
ハ
西
国
一

般
ノ
人
心
ニ
関
ス
ル
」
と
し
て
、
籠
城
の
成
否
は
国
の
行
く

末
に
関
わ
る
重
大
事
項
と
考
え
て
い
た
。
籠
城
戦
終
結
を

も
っ
て
、
西
南
戦
争
は
事
実
上
終
結
し
た
と
す
る
こ
と
も
で

き
る
。薩
摩
軍
は
戦
術
目
的
が
不
明
確
な
上
、鎮
台
兵
を
侮
っ

た
の
が
最
大
の
敗
因
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

時
事
解
説

四斤砲　　　  ：射程 2600m・重量 200㎏・砲弾重量４㎏・総薬量 240g
12 ドイム臼砲：射程 800m・重量 70㎏・砲弾重量 6㎏・炸薬量 350g
20 ドイム臼砲：射程 1500m・重量 670㎏・砲弾重量 22㎏・炸薬量 1000g
エンフィールド銃・スナイドル銃：射程 1100m・重量４㎏・鉛弾重量 30g

主要な火力の性能

城
攻
め
の
兵
力

　
熊
本
城
籠
城
戦
で
は
政
府
軍
三
三
〇
〇
名

が
籠
城
し
た
。
内
訳
は
鎮
台
兵
約
二
八
〇
〇

名
、
東
京
警
視
隊
約
四
八
〇
名
、
そ
の
他

に
士
官
家
族
・
県
知
事
・
官
吏
な
ど
で
あ

る
。
戦
死
者
は
二
五
〇
名
前
後
、
負
傷
者
は

五
六
〇
名
程
と
、
籠
城
者
の
約
二
五
パ
ー
セ

ン
ト
が
戦
死
傷
者
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
薩
摩
軍
に
つ
い
て
は
正
確
な
資
料
が

な
い
も
の
の
、
二
月
一
四
日
か
ら
一
七
日

に
か
け
て
順
次
鹿
児
島
を
出
発
し
、
二
月

二
二
日
と
二
三
日
に
最
大
約
九
〇
〇
〇
～

一
〇
〇
〇
〇
名
の
人
数
で
熊
本
城
を
囲
ん
だ

と
推
測
さ
れ
る
。
熊
本
城
で
の
戦
死
者
は

一
〇
〇
名
程
と
み
ら
れ
る
。

　
■
戦
死
傷
者
多
数
■

田　原　坂　絵　入　新　報

　
西
南
戦
争
時
は
徴
兵
令
交
付
か
ら
ま
だ
四

年
。
忠
誠
心
を
も
ち
、
命
令
に
絶
対
服
従
の

軍
隊
組
織
を
兵
に
理
解
、
定
着
さ
せ
る
の
は

錦
絵
「
鹿
児
島
の
賊
軍
熊
本
城
激
戦
の
図
」

熊
本
城
に
籠
城
し
た
熊
本
鎮
台
兵
を
攻
撃
す

る
薩
摩
軍
を
描
い
て
い
る
が
、
事
実
と
は
異

な
る
描
写
も
見
ら
れ
る
。

□
絵 

画 

鑑 

賞

容
易
で
は
な
か
っ
た
。
　
　

　
籠
城
二
週
間
が
経
過

し
た
頃
、
薩
摩
軍
の
勢

い
は
強
く
、
先
の
見
え

な
い
戦
い
の
中
、
軍
は

将
兵
の
軍
紀
を
引
き
締

め
、
士
気
を
維
持
す
る

必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ

で
三
月
五
日
、
鎮
台
兵

に
対
し
、
軍
紀
を
説
い

た
法
令
書
を
出
す
。
こ

れ
が
「
鎮
台
告
諭
」（
上

写
真
）
で
あ
る
。
内
容
は

一
般
の
人
民
に
危
害
を
加

え
な
い
こ
と
や
、
捕
虜
の

扱
い
な
ど
、
規
律
正
し
く

し
、
名
誉
を
落
と
さ
な
い

よ
う
諭
す
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
功
績
に
対
し
て
は

上
官
が
「
感
状
」
と
い
う

表
彰
状
で
称
え
る
。
下
写

真
は
籠
城
中
四
月
八
日
の

突
囲
隊
攻
撃
の
成
果
を
特

に
賞
賛
す
る
、
陸
軍
少
将

谷 

干
城
よ
り
出
さ
れ
た

感
状
で
あ
る
。

《
紀
律
》 

と 《
賛
辞
》士
気
高
揚
の
た
め
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二
月
二
二
日
早
朝
、
薩
摩
軍
は
熊
本
城
=
熊
本
鎮
台
へ
の

総
攻
撃
を
開
始
。
こ
こ
に
、
西
南
戦
争
に
お
け
る
本
格
的
な

戦
い
の
火
蓋
が
切
っ
て
落
さ
れ
た
。

　
薩
摩
軍
は
、
兵
力
を
正
面
軍
・
背
面
軍
の
二
隊
に
分
け
、

籠
城
、
五
二
日

　
二
月
二
二
日
の
総
攻
撃
の
最
中
、
大
将
西
郷
隆
盛
は
熊
本

城
の
外
堀
に
相
当
す
る
白
川
対
岸
沿
い
の
代
継
宮
に
い
た
。

攻
防
戦
の
激
し
い
銃
砲
・
喊
声
が
聞
こ
え
る
場
所
で
あ
り
、

こ
こ
で
五
番
大
隊
長
池
上
四
郎
か
ら
の
戦
況
報
告
を
受
け
て

い
る
。
そ
の
晩
は
近
く
の
紺
屋
松
島
善
七
方
に
宿
泊
。
後

日
、
城
下
を
見
晴
ら
す
高
台
に
あ
る
北
岡
神
社
に
移
り
、
三

月
一
七
日
に
は
西
郷
の
居
場
所
を
察
知
し
た
政
府
軍
の
砲
弾

が
付
近
に
飛
来
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
少
し
離
れ
た
二

本
木
米
穀
商
筵
屋
鳥
居
方
に
移
っ
て
い
る
。

そ
の
時
︑
西
郷
は

　
背
面
か
ら
二
の
丸
に
登
る
法
華
坂

で
も
「
戦
い
頗
る
激
烈
」
な
攻
防
が

あ
っ
た
。

　
攻
め
あ
ぐ
ね
た
薩
摩
軍
の
中
に

は
、
政
府
軍
の
も
の
に
擬
し
た
旗
を

振
り
な
が
ら
進
撃
す
る
者
が
い
た

が
、
薩
摩
軍
と
発
覚
し
て
銃
弾
に
斃

れ
て
し
ま
う
。
こ
の
人
、
六
番
大
隊

小
隊
長
宇
都
宮
良
左
衛
門
で
あ
る
。

「
刀
法
絶
倫
」、
肝
力
を
備
え
た
将
士

で
、
大
警
視
川
路
利
良
か
ら
も
高
く

評
価
さ
れ
、
政
府
軍
へ
の
任
官
要
請

を
断
っ
て
の
挙
兵
で
あ
っ
た
。

剣
豪
宇
都
宮
良
左
衛
門

　
　
　
　
法
華
坂
に
死
す
！
　

熊
本
城
総
攻
撃

熊
本
城
総
攻
撃

　
熊
本
籠
城
戦
に
参
戦
し
た
人
々
に
、
そ
の
様
子
に
つ

い
て
う
か
が
っ
た
。

　
大
磯
彦
六
さ
ん
（
薩
摩
軍
攻
城
兵
）

「
村
田
三
介
隊
が
植
木
で
分
捕
っ
た
一
四
連
隊
旗
を
塁

上
に
立
て
て
城
兵
に
大
声
で
、
見
よ
こ
の
旗
は
天
が
わ

れ
ら
の
忠
誠
に
感
じ
て
下
賜
賜
っ
た
も
の
だ
。
お
前
た

ち
は
こ
れ
を
取
り
戻
し
て
み
よ
。
内
に
軍
糧
な
く
、
外

に
援
兵
な
し
。
な
の
に
な
ぜ
孤
城
を
守
る
。
す
ぐ
に
誤

り
を
正
し
、
非
を
悔
い
て
甲
を
脱
ぎ
銃
を
捨
て
我
が
軍

門
に
降
れ
ば
寛
大
に
処
す
る
。
と
言
っ
た
が
、
城
兵
は

望
遠
鏡
で
こ
ち
ら
を
熟
視
し
、
激
し
く
攻
撃
し
て
き

た
。」

外
強
い
も
の
で
、
谷
将
軍
夫
人
や
、
與
倉
母
堂
や
同
夫
人
、

そ
の
他
各
将
校
の
夫
人
等
は
、
城
中
の
そ
こ
か
し
こ
に
野
生

し
て
お
る
野
蒜
を
摘
ん
で
、
ひ
た
し
物
を
こ
し
ら
え
て
余
等

を
い
た
わ
っ
て
く
れ
た
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
苦
中
の
楽
と

も
云
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。」

　
與
倉
夫
人
は
二
二
日
早
朝
に
産
気
づ
き
、
出
産
し
た
。
同

日
、
與
倉
連
隊
長
は
戦
死
し
た
が
、
周
囲
は
軽
傷
と
い
う
こ

と
に
し
て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
な
い
よ
う
配
慮
し
た
が
、
夫
人

は
「
私
も
軍
人
の
妻
で
す
。
本
当
の
こ
と
を
言
っ
て
く
だ
さ

い
。」
と
、
毅
然
と
答
え
た
と
い
う
。

　
籠
城
中
に
困
っ
た
こ
と
は
と
い
う
問
い
に
対
し
、
食
事
、

遺
体
の
埋
葬
、
糞
尿
の
処
理
、
士
気
の
持
続
、
と
い
っ
た
回

答
が
多
い
。
ち
な
み
に
、
最
も
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
、
四
月

一
四
日
の
熊
本
城
解
放
だ
そ
う
だ
。
食
料
事
情
は
と
く
に
厳

し
く
、
米
が
無
い
と
な
る
と
犬
・
ネ
コ
・
ネ
ズ
ミ
・
カ
エ
ル

と
食
べ
ら
れ
る
も
の
は
こ
と
ご
と
く
食
べ
つ
く
し
た
と
い

う
。
当
初
、
そ
こ
こ
こ
に
い
た
犬
も
や
が
て
城
中
で
見
か
け

な
く
な
っ
た
そ
う
だ
。

熊本城周辺 お天気概要
■■２月

18 日

19 日

20 日

21 日

22 日

23 日

24 日

25 日

26 日

27 日

28 日

■■３月

１ 日

２ 日

３ 日

時
々

の
ち

の
ち

４ 日

５ 日

６ 日

７ 日

８ 日

９ 日

10 日

11 日

12 日

13 日

14 日

15 日

16 日

17 日

18 日

19 日

の
ち

の
ち
の

ち
の

ち

時
々
時

々

の
ち

４ 日

５ 日

６ 日

７ 日

８ 日

９ 日

10 日

11 日

12 日

13 日

14 日

15 日

の
ち

の
ち
の

ち

の
ち
の

ち
の

ち

の
ち

20 日

21 日

22 日

23 日

24 日

25 日

26 日

27 日

28 日

29 日

30 日

31 日

■■４月

１ 日

２ 日

３ 日

の
ち

の
ち

の
ち

の
ち

の
ち

の
ち

時
々

２月 22 日、砲撃開始

明治 10年

※
喜
多
平
四
郎

「
従
西
従
軍
日
誌
」

に
拠
る

加
え
て
花
岡
山
な
ど
か
ら
の
砲
撃
を
行
な
っ
た
。
正

面
軍
は
長
六
橋
・
代
継
橋
・
安
巳
橋
・
明
午
橋
か
ら

白
川
を
越
え
て
城
下
に
進
出
。
南
東
側
の
県
庁
・
下

馬
橋
・
千
葉
城
、
北
側
の
埋
門
に
迫
っ
た
。
背
面
軍

は
北
岡
・
花
岡
山
方
面
か
ら
西
側
の
段
山
・
藤
崎
宮
・

法
華
坂
に
迫
っ
た
。
特
に
熊
本
城
の
弱
点
と
さ
れ
る

段
山
方
面
に
は
兵
力
を
投
入
し
、
つ
い
に
は
こ
れ
を

占
拠
す
る
。

　
籠
城
軍
は
、
砲
台
・
砲
塁
・
柵
・
壕
を
築
き
、
地

雷
を
埋
設
す
る
な
ど
の
準
備
を
進
め
て
き
た
。
段
山

付
近
の
攻
防
で
は
、
死
傷
者
が
多
か
っ
た
も
の
の
、

援
軍
を
動
員
す
る
な
ど
し
て
城
内
へ
の
進
攻
を
防
い

だ
。
巡
査
喜
多
平
四
郎
は
「
こ
こ
よ
り
突
入
さ
せ
な

か
っ
た
の
は
砲
兵
営
付
近
を
守
っ
た
東
京
城
兵
の
大
勉
励

で
、
勇
と
い
う
べ
し
強
と
い
う
べ
し
。」
と
語
っ
た
。

　
総
攻
撃
は
二
三
日
も
続
く
が
、
熊
本
城
は
陥
と
せ
ず
、
薩

摩
軍
は
長
囲
戦
に
方
針
を
切
り
替
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
樺
山
資
紀
さ
ん
（
熊
本
鎮
台
参
謀
長
）

「
與
倉
知
實
一
三
連
隊
長
夫
人
の
鶴
子
さ
ん
は
、
夫
の
戦
死

を
知
ら
ず
に
出
産
す
る
と
云
う
、
い
や
も
う
実
に
目
も
当
て

ら
れ
ぬ
惨
状
で
あ
っ
た
。
婦
人
も
一
度
死
を
決
す
る
と
、
存 女性も強く、共に戦った

▲
西
郷
隆
盛
の
動
向
▼

熊本城

籠
城

逸
話

Weather Report

堅
城
鉄
壁
銀
杏
城

堅
城
鉄
壁
銀
杏
城
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熊本城守城部隊配備要圖（其一）
　明治十年二月二十二日二十三日二於ケル

『熊本城史梗概』

歩
兵
第
十
三
連
隊

射
的
場

至長六橋

明八橋

至明午橋

至安巳橋

練 兵 場
船場橋

高麗門 県庁

下馬橋

坪井川

飯田丸

山獄丸

至立田口　

至出京町

錦山神社

野砲営

歩兵第十三連隊
第三大隊仮営

　
　
　
　
二
ノ
丸

山砲営　

古城

病　院

藤崎宮　

井
　
芹
　
川

日向崎

四方池

花岡山

片山邸

段 山

厩橋

千葉城
工兵営

西
出
丸

本丸

池上四郎
　1700名

桐野利秋
　 800名

村田新八600名

別府晋介320名

篠原国幹1500名
別府晋介 480名

池邊吉十郎500名
健
軍
ヨ
リ
立
田
口
ヲ
経
テ
二
月
二
十
三
日
到
着

子
飼
渡
ヲ
経

名
　
　
　
稱

歩

兵

隊

警

視

隊

砲

兵

隊

胸
壁(

現
今
ノ
散
兵
壕)

砲
兵
ノ
掩
體

鹿
柴
又
ハ
竹
柵

地

雷

兵
火
ノ
為
消
失
シ
タ
ル
部

官
軍
賊
軍

註 記

　
籠
城
中
、
病
人
に
食
べ
さ
せ
る
も
の
が

な
い
と
い
う
の
が
情
け
な
い
こ
と
で
、
何

か
珍
し
い
も
の
を
作
っ
て
、
病
人
に
食
べ

さ
せ
よ
う
と
い
う
話
に
な
っ
た
。
軍
隊
の

中
に
は
豆
腐
屋
の
息
子
が
い
て
、
城
下
の

町
家
か
ら
道
具
を
か
き
集
め
、
豆
腐
を
作

ら
せ
る
。
ま
た
飴
屋
も
い
た
の
で
、
こ
ち

ら
に
は
飴
菓
子
を
作
ら
せ
た
。
こ
う
し
て

病
人
た
ち
を
慰
め
た
そ
う
だ
。

　
更
に
は
芸
達
者
も
多
く
、
城
内
で
寄
席

が
開
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
ち
芸
を
披
露

し
て
、
退
屈
を
し
の
ぐ
こ
と
も
あ
っ
た
。
　

餅
は
餅
屋
、
豆
腐
は

　
こ
の
籠
城
日
誌
は
、
熊
本
鎮
台
兵
と
と

も
に
籠
城
し
た
木
原
義
實
軍
医
が
三
月
一

日
か
ら
四
月
十
九
日
の
間
、
籠
城
中
の
状

況
と
戦
況
を
記
し
た
日
誌
で
あ
る
。

軍
医
の
日
誌

　
木
原
軍
医
は
益
城
郡
矢
部
上
寺
村
出
身

で
あ
り
、
明
治
一
〇
年
二
月
一
八
日
、
帰

省
願
い
中
に
薩
摩
軍
の
挙
兵
に
伴
い
、
熊

本
鎮
台
病
院
付
を
言
い
渡
さ
れ
、
翌
一
九

に
は
鎮
台
本
営
付
と
な
る
。

　
右
写
真
は
三
月
一
二
日
の
頁
で
、
激
戦

と
な
っ
た
段
山
の
戦
闘
の
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。

・熊本城守城部隊配備要図（其一）

熊本城総攻撃における政府軍の部隊配備、薩摩軍各隊の動きを示した図。
守る政府軍 3,300 名、攻める薩摩軍 9,000 ～ 10,000 名による「大小砲声轟天殺傷相当」という激しい戦い。

　「別に方略なし」と正面衝突を試みた薩摩軍であったが、堅城鉄壁の熊本城は落ちなかった。

詳
細
な
記
録

城

中
談
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飯田丸

天守台

鎮台本営

　
飯
田
丸
は
熊
本
城
の
南
側
の
防
御
を
担
う
重
要
拠
点

と
し
て
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
熊
本
城
籠
城
戦
に

お
い
て
証
明
さ
れ
る
。

　
飯
田
丸
に
お
け
る
砲
撃
戦
は
、
城
内
各
拠
点
の
な
か

で
最
も
激
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
飯
田
丸
に
は
四
斤
砲

二
門
と
臼
砲
一
門
が
置
か
れ
る
。
さ
ら
に
兵
器
庫
や
野

砲
工
廠
が
あ
り
、
小
銃
な
ど
の
修
理
や
弾
薬
の
供
給
も

行
う
な
ど
、
特
に
臨
戦
体
制
が
強
化
さ
れ
て
い
た
。

　
正
面
突
破
を
試
み
、
城
近
く
ま
で
進
出
し
て
く
る
薩

摩
兵
へ
の
攻
撃
だ
け
で
な
く
、
安
巳
橋
・
山
崎
・
花
岡

山
・
段
山
な
ど
多
方
面
に
配
備
さ
れ
た
砲
台
へ
の
砲
撃

も
活
発
に
行
っ
た
。
寺
原
に
新
た
に
砲
台
を
築
こ
う
と

す
る
と
こ
ろ
を
砲
撃
に
よ
っ
て
阻
止
し
た
、
と
い
う
記

録
も
残
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
攻
撃
拠
点
は
、
当
然
、
薩
摩
軍
か
ら
の
攻

撃
目
標
と
も
な
る
。
薩
摩
軍
の
砲
弾
が
兵
器
庫
に
着
弾

し
、
屋
根
が
蜂
の
巣
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
榴

霰
弾
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
庫
内
の
武
器
が
破
壊
さ

れ
、
急
遽
、
小
銃
を
修
繕
す
る
な
ど
の
慌
し
い
対
応
も

あ
っ
た
。
戦
況
が
膠
着
し
た
三
月
中
頃
以
降
も
、
飯
田

丸
に
お
い
て
は
激
し
い
砲
撃
戦
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

︱
攻
　
防
︱

　
西
南
戦
争
時
、
飯
田
丸
の
櫓
建
物
は
全
て
撤
去
さ
れ

て
お
り
、
砲
台
は
そ
の
跡
地
に
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、

石
垣
の
内
壁
は
根
元
の
一
石
を
残
し
て
撤
去
さ
れ
て
い

た
。
砲
弾
が
当
た
っ
た
際
に
石
材
が
飛
び
散
っ
て
危
険

で
あ
る
こ
と
か
ら
講
じ
た
事
前
措
置
で
あ
る
。

　
築
城
か
ら
時
代
を
経
た
近
代
に
至
っ
て
は
、
戦
い
の

形
が
砲
戦
中
心
へ
と
変
化
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の

で
あ
る
。

︱
改
　
変
︱

　
飯
田
丸
に
お
け
る
発
掘
調
査
に
よ
り
出
土
し
た
小
銃
資
料
で
は
、
エ
ン

フ
ィ
ー
ル
ド
銃
弾
と
ス
ナ
イ
ド
ル
銃
薬
莢
が
多
い
。
エ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
銃
弾

は
殆
ど
が
未
使
用
品
で
あ
る
。
予
備
的
な
配
備
で
あ
っ
た
た
め
、
結
果
的
に

殆
ど
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
多
量
の
銃
弾
が
ま
と
ま
っ
て
出
土

し
た
箇
所
も
あ
る
。
一
方
、
ス
ナ
イ
ド
ル
銃
は
、
薬
莢
は
出
土
す
る
も
の
の

銃
弾
は
一
点
も
出
土
し
て
い
な
い
。

思
ひ
き
や
　
吾
が
守
る
べ
き
　
城
の
内
に

　
　
　
　
あ
だ
を
こ
め
つ
つ
　
今
攻
め
る
と
は

～
今
日
の
一
句
～

今日の視点今日の視点 ー熊本城飯田丸ー　
火
砲
資
料
で
は
摩
擦
管
と
砲
弾
片
（
四
斤
砲
弾
・
臼
砲
弾
）
が
出
土
し
て

い
る
。
安
巳
橋
・
花
岡
山
・
山
崎
の
薩
摩
軍
砲
台
か
ら
飛
来
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
摩
擦
管
は
大
砲
の
発
射
時
に
用
い
ら
れ
、
そ
の
度
ご
と
に
廃
棄
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
摩
擦
管
が
多
く
出
土
し
た
位
置
は
砲
台
の
位
置
を
示
す
と

考
え
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
五
階
櫓
台
と
西
櫓
御
門
に
砲
台
が
設
置
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
判
る
。
ス
ナ
イ
ド
ル
薬
莢
の
出
土
位
置
も
摩
擦
管
と
同
様
で

あ
る
。
砲
台
の
側
に
銃
卒
が
配
備
さ
れ
、
薩
摩
軍
と
の
攻
防
に
鎬
を
削
っ
て

い
た
こ
と
が
、
出
土
品
の
位
置
か
ら
想
定
で
き
る
。

飯田丸　熊本城郭の南よりに位置し、熊本鎮台本営の南西　
　　　　側にあたる。江戸時代には飯田丸五階櫓が置かれ、
　　　　櫓と塀に囲まれた飯田丸は、熊本城本丸南側の防
　　　　衛の要であった。

︱
戦
　
況
︱

発
掘
調
査
出
土
品
か
ら
み
る

　
中
村
宗
則
は
会
計
部
司
契
副
で
、
籠
城
戦
時

は
食
糧
調
達
の
担
当
者
で
あ
っ
た
。
明
治
一
〇

年
一
〇
月
二
二
日
に
、
戦
時
費
用
決
算
の
た
め

の
出
張
が
命
じ
ら
れ
る
。
こ
の
際
、
中
村
は
短

期
の
出
張
に
も
か
か
わ
ら
ず
籠
城
戦
の
勝
利
を

称
え
、
宴
を
開
い
て
戦
友
た
ち
と
の
別
離
を
惜

し
み
た
い
と
い
っ
た
内
容
の
「
別
辞
」
を
書
く
。

　
短
期
の
出
張
時
に
こ
の
よ
う
な
「
別
辞
」
を

書
き
、
宴
を
開
い
て
戦
友
た
ち
と
の
一
時
的
な

別
離
を
惜
し
む
な
ど
、
あ
ま
り
例
が
な
く
、
い

か
に
西
南
戦
争
が
、
特
に
熊
本
城
籠
城
戦
が
中

村
に
と
っ
て
、
重
大
な
事
件
で
あ
っ
た
か
を
よ

く
示
し
て
い
る
。
終
戦
後
ひ
と
月
を
経
て
も
な

お
和
ら
が
ぬ
緊
張
感
が
み
な
ぎ
り
、
ま
た
、
籠

戦
友
へ
の
別
れ
の
辞

城
中
に
は
一

兵
の
落
伍
者

も
で
な
か
っ

た
と
伝
わ
る

こ
と
か
ら

も
、
当
時
の

熊
本
鎮
台
の

結
束
力
の
強

さ
を
も
示
す

貴
重
な
資
料

と
い
え
る
。

拠
点
︱
飯
田
丸

近
代
戦
へ
の
対
応

Today's Eye

「
一
時
ト
雖
モ
亦
別
ル
ル
ニ
忍
ヒ
ス
」

    

下
通
町
出
身
　
塩
川
成
海
さ
ん
（
熊
本
隊
）
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西
郷
隆
盛
は
攻
囲
を
解
く
と

き
「
清
正
公
に
負
け
た
よ
う
な
も

の
で
ご
わ
す
」
と
語
っ
た
と
い

う
。
乃
木
希
典
も
、
加
藤
神
社
に

清
正
を
讃
え
る
祭
文
を
奉
納
し
た

◆
一
方
で
谷
干
城
は
「
尨
を
屠
り

尨
盡
き
て
又
馬
を
烹
る
　
屈
せ
ず

三
千
一
致
の
兵
」
と
賦
し
、
桐
野

利
秋
は
「
天
道
ハ
是
カ
非
カ
、
運

命
ノ
帰
ス
ル
所
又
如
何
ト
モ
ス
ル

コ
ト
ナ
キ
ノ
ミ
」
と
熊
本
隊
古
閑

俊
雄
の
問
い
に
答
え
た
◆
勝
敗
の

と
ら
え
方
は
様
々
だ
が
、
戦
い
に

天
や
地
や
人
な
ど
、
人
智
の
及
ば

ぬ
何
か
を
感
じ
取
っ
て
い
た
の
だ

ろ
う
。
籠
城
軍
に
は
樺
山
資
紀
、

児
玉
源
太
郎
、
川
上
操
六
な
ど
の

ち
の
陸
軍
を
背
負
う
錚
々
た
る
顔

触
れ
が
そ
ろ
っ
て
い
た
◆
戊
辰
の

戦
で
は
こ
れ
ら
諸
将
は
新
政
府
軍

と
し
て
戦
い
、
一
〇
年
後
に
は
敵

味
方
に
分
か
れ
た
。
昨
日
の
味
方

は
今
日
の
敵
に
、
敵
は
味
方
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
城
に
最
初
に

入
っ
た
山
川
浩
は
出
陣
の
折
「
薩

摩
人
み
よ
や
東
の
大
丈
夫
が
下
げ

佩
く
太
刀
は
利
き
か
鈍
き
か
」
と

詠
ん
だ
◆
政
府
軍
で
も
薩
摩
軍
で

も
、大
勢
の
若
い
人
達
が
傷
つ
き
、

斃
れ
た
。
日
本
近
代
化
の
礎
と
は

い
え
、
大
き
な
損
失
で
あ
っ
た
こ

と
は
疑
い
が
な
い
。

新
報
一
言

雨ノチ朝 配布開始

「西南戦争」が遺したもの

西南戦争ストーリーを紹介する

飛び出すブックレット！

情
報
求
む

田
原
坂
西
南
戦
争
資
料
館

で
は
、
西
南
戦
争
に
関
わ

る
情
報
を
探
し
て
い
ま

す
。
従
軍
さ
れ
た
方
の
話

や
、
西
南
戦
争
を
経
験
さ

れ
た
方
の
話
、
関
連
の

品
々
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

熊
本
市
文
化
振
興
課
植
木
分
室

℡
〇
九
六
︲
二
七
二
︲
〇
五
五
一

　
復
元
整
備
に
よ
り
、
平
成
二
〇
年
か
ら
一
般
公
開
さ
れ
た

本
丸
御
殿
。
こ
こ
に
は
、
明
治
七
年
か
ら
焼
失
す
る
明
治

一
〇
年
二
月
に
か
け
て
熊
本
鎮
台
本
営
が
置
か
れ
て
い
た
。

　発行　熊本市文化振興課

炎
上
前
の
鎮
台
本
営

　
平
成
二
九
年
現

在
、
熊
本
城
本
丸
御

殿
復
元
建
物
は
、
熊

本
地
震
被
害
に
よ
り

立
入
禁
止
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
た
め
、

田
原
坂
西
南
戦
争
資

料
館
で
は
、
被
災
前

ま
で
本
丸
御
殿
に
展

示
し
て
あ
っ
た
西
南

戦
争
に
か
か
わ
る
出
土
品
を
移
設
展
示
し
て
い
る
（
平
成

三
〇
年
三
月
三
一
日
ま
で
）。

　
本
丸
御
殿
復
元
に
先
立
っ
て
実
施
さ
れ
た
発
掘
調
査
の
際

の
出
土
品
で
あ
り
、
特
に
小
広
間
か
ら
出
土
し
た
印
章
「
熊

本
鎮
台
之
印
」（
公
印
）・
拳
銃
ス
ミ
ス
・
ア
ン
ド
・
ウ
ェ
ッ

ソ
ン
（
士
官
以
上
の
所
持
品
）
は
、
そ
こ
が
鎮
台
本
営
の
中

枢
部
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
そ
の
他
に
も
、
双
眼
鏡
や
水

筒
、
制
服
の
ボ
タ
ン
な
ど
、
軍
隊
に
関
連
す
る
品
々
が
当
時

の
鎮
台
本
営
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

本
丸
御
殿

出
張
展
示

　
復
元
工
事
に
先
立
っ
て
行
な
わ
れ
た
発
掘
調
査
で
は
、
焼

け
た
土
の
中
か
ら
大
量
の
ガ
ラ
ス
窓
片
の
他
、
イ
ギ
リ
ス
製

の
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
（
電
信
の
配
線
に
用
い
る
器
具
）・
ド
ア
ノ

ブ
も
出
土
し
た
。
近
く
か
ら
は
洋
風
の
上
げ
下
げ
窓
に
用
い

る
鉄
製
の
滑
車
も
出
土
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
本
丸
御
殿
が
近
代
軍
隊
の
本
営
に
相
応
し
い

姿
に
改
変
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

西
洋
風
の
熊
本
城
内

谷 干城がいた鎮台本営室内

熊本城より

田原坂
　資料館へ
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や
士」 作業室

王

完

気

女子
トイレ

2
0
1
7
年
[
V
ol
.4]

2
0
2
1

年
2
月
第
4
版 企画展示 ・ 体験学習ホール（無料）

ロ

エントランス

ホール（無料）

田
原
坂
西
南
戦
争
資
料
館
展
示
案
内

未来に誇る、 熊本の軌跡。

態リ冠頁 館内図
⇒ 

和用案内

■ 開館時間

■ 入館料

9 :00-17 :oo （入館は16:30まで） ■ 休館日 12 月 29日から翌年 1月 3日まで

一般（高校生以上）個人300 円 団体 (20 名以上） 240円
小・中学生 個人100 円 団体 (20 名以上） 80円

ただし乳幼児、障害者手帳をお持ちの方、熊本市、鹿児島市、福岡市、北九州市に居住する65歳以上
の方（証明できるものを提示）と同市内の小 ・ 中学生（名札か生徒手帳提示）等の入場は無料です。

1 交通案肉 2022年7月訂正

JRをご利用の場合 自動車をご利用の場合

で約15分

発
行

熊
本
市
文
化
財
課

お問い合わせ
熊本市文化財課植木分室

〒861-0195熊本市北区植木町岩野238番地1

四096-272-0551

熊本市田原坂西南戦争資料館
〒861-0163熊本市北区植木町豊岡858番地1

四096-272-4982

雑誌1877-03 定価 0円I
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1002190924 
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